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２ Dp － ８ 肉 の熱板 焼き 調理にお ける加熱条件の推定

○ 貝田さお り＊　　玉川雅章＊＊　 渋川祥子＊

（＊横浜国大、＊＊東京ガ ス （株））

〔(社) 日 本家政 学 会

咀 的］再現性のある調理を行うため、前報では牛肉を熱板焼きする場合の加熱条件の推

定を試み、厚さ20min の場合については理論的に推定できた。そこで、今回は厚さ及び試

料を変えた場合について検討を行った。

［方法］牛肉（厚さ7 、10、15minの３通り）とﾊﾝﾉぐｰｸﾞを、業務用熱板ｶﾞｽ ｸﾞﾘﾄﾞﾙで加熱

し、試料中心温度が一定温度に達するまでの加熱時間を測定した。熱板温度は、牛肉は、

160、180、200、220（C、ﾊﾝﾉぐｰｸﾞは150 、160、170、180°Cに設定した。加熱時間の推定値

は、半無限固体の非定常熱伝導の解を用いて算出した。また、平板比較法による熱伝導

率（熱伝導率計C-Matic 使用）、試料重量と厚さの変化、表面の焼き色（画像処理装置

使用）、ﾊﾝ ﾊﾞｰｸﾞについては硬さ（ｸﾞﾘｸーﾞﾒｰﾀ使用）の測定を行った。

［結果］牛肉の加熱条件は３通りで、試料の中心温度が40 、45、6o℃に達したところで

裏返し、それぞれ55､70､85 （C になるまで裏面を加熱した。ﾊﾝﾊﾞｰ ｸﾞは60 °Cで裏返し、mx:

まで加熱した。反転するまでの加熱時間の推定値は、試料中心までの距離を加熱前と後の

平均値の２分の１とした場合に、実測値と10% 程度の誤差範囲でほぼ一致した。厚さ10mm

以下の牛肉は、160～220 ℃の熱板温度では程よい焦げ色がつかなかった。･ヽ ﾝ/＼ ｰ ｸﾞの硬さ

は、熱板温度150 ～180°Cの範囲では差がなかった。これらの結果から、厚さや試料が変

わった場合でも、熱板焼きの加熱条件の推定が可能であると考えられる。
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尾部懸垂ラットにおけるストレス反応にたいする卵巣摘除の影響
○河野節子＊、 大森幸子＊＊

(名古屋女大家 政＊、名古屋大環境医学研¨)

【目的】閉経後 にはエストロゲン分泌が減少し種々のホルモン分泌に影響することが知

られている。本実験では、卵巣摘除雌ラットに尾部懸垂を実施し、エストロゲン分泌の減

少がストレスホルモンの分泌にどの様な影響を及ぼすかを検討した。 【実験方法】5 週

齢雌ラット24 匹を全て卵巣摘除後、12 匹はestradiol dipropionate (E2)200μg/体重lOOg を７日

毎に投与し、S 週齢まで飼育した。残る12匹にE2 の替わりに0.9％NaClを投与した。0.9%

NaCl のみを投与した群を卵巣摘除群(Ｏｖｘ)とし、E2 を投与した群をE2 群、さらに両群をそ
れぞれ非懸垂群(Ｎ)及び懸垂群(S) に分け、懸垂群には７日間の尾部懸垂を行った。実験

期間中24時間尿を採取し、各種ホルモンの測定に用いた。 【結果】Ovx 群ラットの尾 部

懸垂開始前の体重はE2群 より有意に増加した。副腎はE2 、Ovx 群とも尾部懸垂により肥大

し、胸腺は有意に萎縮したが、Ｏｖｘ群の胸腺湿重量は懸垂非懸垂に関わらずE2 群より有 意

に大きかった。尿 中へのコルチコステロン(Ｂ)及びエピネフリン(E) の懸垂負荷前の24 時

間排泄量 は、Ovx 群で著明な低 下を認めた。懸垂 開始 と共 にＢ の尿 中排泄量 はE2S 群 、

ＯｖｘS群共に1-3日で増大するが、何れもE2群よりOvxS 群で排泄量が低下した。尿中Ｅ排泄

量は、懸垂開始と共 に、OvxS 群で著明に増加した。一方、尿中ノ ルエピネフリン排泄量

は、E2 群とOvx 群では差が認められなかった。懸垂負荷 によりE2S 群では1-3日で排泄量 が
増大したが、Ｏｖｘ群では両群とも増加し、懸垂負荷による差は消失 した。【結論】卵巣摘

除による血中エストロゲンの低下が副腎皮質や髄質の反応性のみならず、交感神経活動の

変化をもたらすことが示唆された。
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